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札幌市立動物閑飼育動物の寄生品に就て

1. 1951年よ T1953年に亘る 3ヶ年間に

殺見された内部寄生最に就て

山下衣郎

〔北海道大挙農撃部動物準教室〕

中俣充志

(札幌岡山動物園〉

The parasites of vertebrates in the Sapporo Zoological Garden. 

1. The internal parasites found during three years from 1951 to 1953 

By 

JIRO YAMASHITA 

(Zoological Institute， Faculty of Agricu!ture， Hokkaido University) 

and 

MITSUSHI NAKAMATA 

(Zoo!ogi巴alGarden， Sapporo， Hokkaido) 

熱帯地方に於ける寄生虫病は多額に豆り，而

も重信念疾病を惹起するものが多い。動物園飼育

獣の中でとれらの地方より輸入せられた動物の殆

んEに寄生虫を説明し，とれら寄生虫が何れも肢

に彼の地('C.於て感染したものであるととも現在ま

でθ著者等の観察によってIIJJらかである。札幌市

立闘山動物闘に於ては開設以来上記の鼎iを痛感

し，病駄の病因究明と治療に際しでは，寄生虫病

('C.封しでも深い閥心乞寄せ，寄生虫検在， m匝丘lに

努力すると共に，提死獣の寄生虫検索にも慎重を

期してきた。又熱帯産動物の寄生虫の中引き園内

に於て極めて珍しい羽t?!、良が多く，寄生虫皐J-.から
しでも亦興味深いものが多い。拾に著者等は開設

以来昨年までに設見した内部寄生虫のみを先十一

括報丙し，併せて誕使検在により検出した虫卵に

就いて附記し，参必に供し皮いと思う。

たた本報告中に掲げる寄生虫の中マレーニシ

キヘビより殻見したー種ぽ既に本誌第 1巻3披に

報合したものであり，同種1H=i::上りの他3積寄生

虫ば本誌第1巻 4慌に報台した稚内某サ戸カスに

於ける材料と同一種に屈すものである。 3乙本報背

中ミシシッピーワェから護見したもののみは糞便

と共に白熱排11止されたものであり，他ぽ何れも築

死後解剖により強見されたものである。

1.寄生虫の種類と宿主及び寄生部位

内部寄生虫の種類と宿主並びにその寄生部位

との闘係は第1去に示す通りである。

第 1表中マレーニシキヘピより得た Polydelρhis

oculata， Caρillariαlonqisρicura及び Bothrid-

ium ρ'ylhonisの3麓ぽ稚内某サ{カスで艶死し

た錦~:問、らも致見され，著者の一人山下と藤本及

び大林により共!i1J報内されているととは前越の通

りである。とれら 10極の寄生虫の寄生部位ぽ夫

k /li¥i臓，泊化管，皮下織，腹腔，心臓等でちり，ミ

シシッピーワニより f与メ乙 Dujardiniahelicina 

は糞便内に自然排1m・されたものであり，寄生部位
が泊化管であるととは先歩、疑いのない所である
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Table 1. The internal parasites co!lected from the vertebrates in the Sapporo Zoological 

Garden during the past three years 

Host Parasite Habitat 

Aγmillifeγmoπilifoγmis var. heymonsi SAMBON 1922 Lung 
一一一一一一一

POlydelphis OCtげαta(v. LINSTOW， 18ヲ9) OInetseospthlnae gus，stomach，small 

SPCuHthNoE旬I開 ticulαris
DER Capillαγia longispiculα(SONSINO， 1889) SmaJl intestine 

J 

Bothバ'diumpythonis BLAINVILLE， 1824 Small intestine 

Dγαcunculus 8p・ Subcutaneous tissue 

egu'I:ηα(ABILDGA 

品跡陥ルωoL 

予Alli，匂gαωto γ m叫ni，ぬ88i:伐's8i凶 I Duiα rd伽ω heU，化ciか伽nα (MOLIN刊， 1860) I (Intestine) 
ρ仰p仰t問回zω8伐 DAUDIN 

ネ Thisspecies was collected from the fae~es 

が，その詳和nぽ不明で、ある。とれらの額制中最も

多号lJ;jとるるものば錦蛇のIl(.下織よりf号tcDracunc-
ulus属寄生虫と，シマウ?のI3壁及び十二指腸虫

に岐着した Gastroρhyluszebrae (新都[)の幼虫で

ある。

II. 寄生虫の形態

各種寄生虫の形態に就いて記載するが，前主!!;

の如く第1去中マレーニシキヘビより符た前4種

の形態に就いては既に詳細報告したので，今回ぽ

省略し度い。たゐ他極寄生虫中afJ;日間:の記載は簡

略に止めた。とれら全10種寄生虫の外形ぽ悶版

Iに示す通りである。

¥1) Dracunculus sp. 

若虫 1斐のみ護見。体ぽ乳白色素献体で、前dliE

ば鈍闘をなし，尾昔前ぽ僅かにfltlる。尾端に 2白iの

竿L頭らしきものがあるが明瞭でない。体長450mm

体料2.0mmを有する。前哨i中央にノj、さた口があ

り，同居]ぽ僅かに隆起した方形の楯)j)~~E:J手が見ら

れ， 口容をと畝・く。 Stfiiの口部字L頭が口の周囲に相

稲的に配列し，その中背腹に位置するものほ大形

で基部ぼ腎臓形をたして闘がりう'tY，7tIは突出する。

亜中筑頭4筒ぽとれよりノj、さく闘錐献をなし，側

部乳頭ぽ2筒存在するが，若虫の魚かIすj瞭で・ない。

突進ぽ短い。休の角!之はj骨深で頭部乳頭ぼ生有{J.孔

より少しく下方に存在する。日r:門はrlfJらかでない。

生植孔ぽ休の前端より少しく後方腹商に開く。

バ~

Fig. 1. Dγαcunculus sp. (young worm) 
1. Anterior extremity， ventro-lateral view. 
2. Head， lateral view. 
3. Head， end-on view. 
4. posterior extremity， ventral view. 
5. Posterior end， dorsal view. 
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子宮ばご叉し，殆んど、全体腔を r~ï めて出走する。

仔ERぽ未完成で・，とのととからしても本虫が未熟

台、若虫であるととが明らかである。

本積ぽアジア及び、アフリカの熱帯地方に於て

蛇味線虫症(Draconfiasis)の病原虫として知られ，

.Hi:~友人体寄生虫として有名た Dracunculus

medinensisと同属で市も近似するものであると

とは極めて興味深い。現在本属寄生虫lまこの D.

medinensisの外に 3種が報告されている。その

1種は NEUMANN(1895)がPythonnatalensis (錦

蛇の 1杭)から得た D.dahomensisであるが，と

のものの O1斐に就いての氏の記故ぽ簡単で，而

もYORK& MAPLESTONE (1926)ぽとれを D.med-
inensisの synonymでふろうと解している。又

他の 1穂ぽ MACKIN(1927)により Chelydraserp-
entina (snapping turtle)の腸間膜及び腹腔から得

た D.globocφhalusである。叉他の 1和ぽ Hsu

(1933)が Nairixpiscatorから符ーた D.houde-

meriである。今回著者等の護見した材料は口部

乳頭の位置及び他開に於て大形の乳頑として存ずi:
ナる側部乳頭が明瞭で、ない貼に於て特に相異ず

る。前述の女nく本部:が未だ若IEtと認められるとと

にとれらの相異が生やるものかとも考えられ，な

3な叉f子虫の愛育未熟なため本種のf:F..rhとD.med-

inensis， D. globocφhalus及び D.houdJmeriの

仔虫との異同も論じ得ない。 fJ，くつ?乙著者守;ぽ現在

の所本虫を Dracunculussp.として報告するに

止めるとととする。

(2) Setaria equina (ABILDGAARb， 1789) 

アフリカ産シマウ?の腹腔より O1， t;J 1を

得7ζ。

♀，体は細長で、後方ftH'i螺秘般に巻ftllする。

体長120mm，体幅0.9millを有する。口fjご小さく

2 Riiの側将と 2ilii(7)隆起した中間突起を有する。

頭部には2向の側部と 4Piiの亜中乳頭があれと
れらの乳頭の前方に角欣の 4miの亜中突起がある。
食道l主2部に分れ，後部i土師)j!liぃ。尾部ぽ 1封の

fHl;部突起を千fし，背1f!1JにrttJり，後fili!乞近く 417;iの

小乳顕在と見る。生前孔~;t ijjfrl*~;f環の後方にある。

合，体長65ml11，体協0，5mmで，尾端に近

く1封。小さな側部突起を有し 4封の前紅寺L頭

Fig. 2. Setαγ似 equiπα.
1. Anterior extremity of female， lateral view. 
2. Head， IateraI view. 
3. Posterior extremity of female， ventral view. 
4. Posterior extremity of male， lateral view. 

と後紅宇Llijjを有する。 2本の交J妄刺はーその大きさ
及ぴ形般が著しく異る。

本租ぽ我が閣に於ても馬の腹腔内に普通に，見

られるものと|司--fm:である。

(3) Parascaris equorum (GOEZE， 1782) 

シマウマのノj、腸より幼若虫1隻のみ護見され

た。その大きさぽ46x 0.85111mである。生殖器

の護育を除き，頭部，尾部共の他体;¥i日ぽ殆んど成

虫と同様でt 3 f1~iの亜三角形の口唇を有し，内面

に透明な脱欣物が附随する。各口唇の内側中央部

には深い扶委/Jがある。背部口容にぽ2筒の2頭字L

頭があり，亜背部口唇1'1:ぽ各1筒V2頭乳頭を有

ナる。然しとれら乳頭ぽ成虫に於ける程大きくな

い。又小形。 inter1abiaが存在する。尾端には短

い同錐欺附属物がある。

本替、は馬に脅迫に強:見される馬自問虫の幼若虫

である。なゐ腎て SKRJAEIN(1916)によりシマウ

マから Parascariszebrae (SKRJABIN， 1916)が護
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見命名されたが，共の後とのものも P.equorum 

(馬削虫)の若虫でるると併されている。

1 

Fig. 3. Par，αscαris equOJ・um(young worm). 
[. Anterior extremity， ventral view. 
2. Posterior ~ extremity， lateral view. 

(4) Gaslroρhylus zebrae n. sp. 

シマウマの胃及び十二指腸の壁に多数I皮着し

たものに就いて成熟幼虫の形態を記ナ。

成熟幼虫ぽ暗紅色， JLつ和々黄色を帯び，楕

l員l形を主し， 12-13x 5-6.0mmで，口器の 1ii

の鈎欣突起ぽ口外に突出し，頭部の偶frJm(乳頭は

大きく， 口内il!iJに位置する。第2-第10環節目瓦面

前縁11:f:t 2列に列生ナる刺疎を有し一般に前方列

の刺林ぽ後方列によじして大きい。とれら腹面各節

Fig.4. Gαstrophylus zebγαe n. sp. 
[. Anterior extremity， ventral view. 
2. Matured larva， dorsal view. 
3 -[l. Spines of the 2 nd-[0 th segment 

Table 2. Known species of Gαstrophilus found from vertebrates in the world. 

BO均 Host

G 伽testinalis(G酬の IHorse，叫 mule

G. hαem川 oidalis I Horse 

G 悦附α陥 (G 叩附悼附仰旬問Bめ)I Ho問 ml札u
G. p仰ω仰 0抑T仰 iパ日恥ぽ哨同色，帆 m則u山l恥e，rareぽare陀elyrab肋bit，man 
G. inerm伝 Horse

G. flαuipes IA部
G. intestinα1i雪 (G.eq1Li) ¥ Ass 
var.αsiniηαi  

Habitat 

Sωm帥

I S蜘叫附u叫I口I

I P町h加釘町叩yn肌x，s蜘ωtom叫 d伽u吋叩m

|Stomach， duodenum 

I Stomach， re巴tum，anus 
Stωοrr 

i S伽tωO



Botfly 

G. conjugens 

G.叩 eruensis

G. r・hinoceγoτιtis

G. sumatrensぬ
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Host Habitat 

Rhino巴芭rose Stoma巴h

IJ J/ 

IJ J/ 

IJ IJ 

刺聴を見れば，第2環節前縁のものぼ一見 H'ljの

如く見えるか，些細に親祭すれば明らかに 2列に

列生する。第3環節以下第9環節までの腹商刺腕

の前後列に於ける差異ば明瞭で、，特に第5及ぴ第

6環節に於てとの差異が顕著である。第 10[g[jに

於ける刺聴の配列は乱れ，恰かも 1列の如く見え

る。刺林の先端は何れも漉褐色乃王格色をJ乏し，

後部と判然と匝劃される。

背面の刺耕は第6環[g[jの中央に於て幅狭い中

断が初まり，第7環節ではとの中断部ぽかなり幅.

民くなり，第7環節では更に践し雨f!!tl('C僅かに

刺稗を見るに止まる。第9環節以アでは背商刺J保

は認められない。

上記第2去中本積と最も近株のものの成熟幼

虫の標徴を比較表示すれば第3・去の如くである。

Table 3. The comparison of morpholongical 巴h~racters of the matured larvae of 

the closely r.erated species in Genus Gαstγophilus. 

IG仇…ベ G 銘仙 I G. h…rh- 1 G. pe.… l G zebme oidα陥鈍.sp. 

Body colour I dark redish I Yellowish brown I dark pink bla巴kishpink I dark pink 
I brown I (slightIy 

I yellowishl 

Mo卯日ぬ h加0∞oks I p戸.ro脚t廿ru吋d巴from I c叩u町rv悶e町， w訓id白ebeωt司 c叩ur門rve刊叫e偽， 1加ar町r叩.
rnouth I ween" two， protrude from I deeply I protrude from 

slightly protrude I mouth I mouth 
from mouth 

lmll|lhrg;[hrge  
within mouth I within mouth I ovoid I out of mouth 

Antennae I out of mouth 
(PapiJIary 
sensory organ) 

are at ventral I 2nd.! Oth seg- I 2nd-10th segme-I 3rd-lOth segme-I 2nd-8th I 2nd.! Oth 
surfa巴日 of I ment， double I nt， single row I nt， double rows， i segment， segment， 

I rows. I (spines of ea~h : double rows I double rows 
~ I row are armost I 
呈|!|!samesize)| 
国 1-一一一一一一一一一一一一一----" 一一一一「一一一一一一 一一一一一一一一一 一一一一一一一一ー一一一一一ァ一一一一一一一一一一一一一一ー

interrupted at ! 8th-! Oth I (almost no spine I 9th-! oth 16th-8th 16th・8th
mid-dorsal area: segment I in ! Oth segment) I segment I segment I segment 
of 

第3去で・l切らかな通り，とれらの部類中各環

白j背面の刺紳、との闘係に於てキ二艇は G.ρ'2corum

と1.前五であるが，阪国刺椋は G.jうecorumより多

環首itlC.存在ナる。叉他の諸貼に於ては G.intest-

znαlis (ウマパエ)と G.nasalis (ムネアカウマパ

エ)との rt~lm型を jtl.する。 1!1lち以上成熟幼虫に於

ける諸相呉賄より著者等は本砲を;新加と認めた次

第である。たゐ本材料は採集後直ちにフォルマリ

ン標本とされた箆に羽化試験による成虫観察が出

来なかったとと左著者等は遺憾とするものであ

る。

(5) Dirofilaria sudanensis (LINSTOW， 1903) 

アフリカ産 10哉の雄ライオンの右心室から

♀のみ 11隻を符・た。体は 276-297x 1.0-l.1mm  

の大きさをと有し，頭端に口を有し，口停を扶く。

2筒の側部乳頭と 4筒の車中乳頭がある。なたと
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巴7

2 

• Fig. 5. Di1'ofilari，日 8udanensI8.
I. Head， end-on view. 
2. Anterior extremity， ventro・lateralview. 
3. Head， ventral view. 
4. Posterior extremity， ventro・lateralview. 

の他にノj、形の乳頭らしきもの数筒があるが明瞭で・

たい。食道~-t比較的短し 2 部に分れるがその境

界線ぽ著IlJjでない。頭部乳頭f-tilf.中経環の少しく前

方に存在し.sf:部後端に近く不閑日月た小隆起が散

在し，尾端ぽ丸!];jえを帯び，中央に小伝Jt刻を見るが，

その底部Kノj、さお:宇l頭HJ¥突辿を有する。生殖孔f:i
283mmの虫休で'i主体前端より 2.8mmの位置に

聞く。紅門ぽ尾端より少しく前方に布る。本柿:は

D. immitisと近縁である。

(6) Dujardinia helicina (MOLIN， 1860) 

e 幼ミシシッピーワエの排地使中から螺線状に

巻いた♀ 3隻を得た。

本種の体ぽ 14.3-15.2mm x 1.0-1.1 mmあ

り， iuterlabiaぽ著明でその基底ぽ口唇の底部に

まで民泊Zる。各口拝。前縁にぽ31tjのキチン買の

肋僚がある。食道ぽ品ill長くそのi創出土小球欣を旦
し， H誌は防古都をイ{し，該部(J~休前方に向って走

り， mJ加工食道のf.iij1/5の位置に住ナる。食道小球

4 
Fig. 6. Duj.αl'd仇iahelici'ηα. 
I. Anterior extremity， lateral view. 
2. Head， ventral view. 
3. Posterior extremity， ventral view. 
4. Head， dorsal view. 

服部ぽ腸古部始部に凹入連結する。食道附属部ぽ

たい。尾端ぽ柏々尖鋭で・2 生植孔ば体の中身とより

前方に於て吸盤ヰ;去をJT1.して聞くが， との吸盤扶態

f~("比較的明瞭で、完工い。

111. 糞便内寄生虫卵

著者宅;[~(J二記寄生虫を琵見した以外に，ライ

オン及び、黒豹の糞便拾(11:を寅施し，70両者から Tox-

ascaris leoni仰の虫卵を少数ながら詮IIJ'Jした。本

1(卯ぽ欧米諸国に於てぽ犬!l!jflj虫 Toxocaracanis 

の虫卵と共:'1:犬に屡λ 殻児されるものであるが，

我が岡に於てぽ犬に木和が設見された仰I]'Jご従う¥(7i古

んどないと見てよい。本相1のライオン寄生ぽ普通

でるるが我が固に於て本虫卵を見る機舎は極めて
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特殊の場合に限られるのである。

黒豹の糞便内に護見した虫卵ば現在のj可ー未だ

不明卵とする外ないが，多数詮IlJjされた。木虫卵

ば大きさ平均 65.6x35.0μで、，沼尻に示す虫nく，楕

|員l形で淡黄色を帯び，卵殻ぽ比較的部く，卵細胞

ぽ殆んど卵内を湖し，且つ玩に分割するo 小蓋は

認められない。本虫卵が線虫卵であるととぼうt歩、
疑いのない所であるが，種名決定ぽ困難で.~うる。

猛獣類の虫卵検読による寄生虫顧4否決定ぽ特殊な

ものを除き従来困難な場合が多いが，本例も亦そ

の例であり， #守-司王担虫によって得、ちれた寄生虫v
子官内卵との照合によって決定する外ない。

格りに臨み札幌凶山動物t!1~獣皆 úrÞ後藤義英氏

始め職員各位の御協力を:感謝する。
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R白ume

The species of the internal parasites found from vertebrates of the Sapporo Zoologica1 

Garden during three years from 1951 to 1953 are shown in Table 1， and the morphological 
characters of these species are a1so described. Dracunculus sp. is of particular interest in 

view of its c1つsere1ationship with the famous human parasite， Dracunculus medinensis. 
The character of the 1arva of new botfly， Gastroρhilus zebrae n. sp. found from the 
stomach and duodenum of a zebra is shown in Tab1e 3， comparing with the related species・
AIso the writers found the eggs of Toxascaris leonino from the faeces of a lion， and found 
many parasitic eggs， as are shown in the photograph， from the faeces of a black leopard. 
The size of the latter is 65.0 x 35.0μin average， but this is not identified yet. 

GastroPhilus zebrae n. sp. 

Habitat. Stomach and duodenum of Equus zebra LINN邑importedfrom Africa. 
Locality~' Sappro ZOe>logical Garden， Hokkaido. 
Type and paratypes in YAMASHITA Parasitological Collection. 

Body: dark pink (slightly yellowish)， ellipsoid， 12-13 x 5-6mm. 
Mouth hooks: slightIy curve， protrude from mouth. Antenna : Iarge out of mouth. 
Body spines: double rows， on ventral surface of the 2nd to 10th body segment and .dorsal 
surface of the 2nd to 8th be>jy segment， interrupted on mid-dorsal surface of 6th and 8th body 
S己gment. The size of body spines of the front row are far little than that of the hind 

row in each segment. 

Adult unknown. 
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Explanation of Plate 

1. Drαcunculus sp. (young worm). 

2. POlydelph必 oculαtα.

3. Bothγ必似mpythonis. 

4. C，αpillα?・4α longispiculα

5. Armillij印 moniliformisvar. heymonsi. 

6. Diγojilarωsudanens伐.

7. Dujαγdiηia heliciηa. 

8. Setari，αequni，α. 

9. Gαstrophilus zebrαe n. sp. 

10. Pαrascαris equornm (Young worm). 

11. Egg found from the fae巴esof a black leopard. 
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